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Press Release 
 

 

2025 年 4 月 14 日 

株式会社電通総研 

 

 

電通総研、国際的な標準技術仕様に準拠した 

デジタル証明書（VC：Verifiable Credentials）を 

発行・管理・検証するソリューションの提供へ 

- Trusted Web 実現に向けた共創型 PoC プログラムを開始 – 

 

テクノロジーで企業と社会の進化を実現する株式会社電通総研（本社：東京都港区、代表取締役社長：岩本 浩久、以

下「電通総研」）は、認証・認可技術の国際的な標準技術仕様である OID4 VC※1（OpenID for Verifiable Credential）に準

拠したデジタル証明書（VC：Verifiable Credentials）を発行・管理・検証するソリューションの提供に向け、4 月 14 日（月）

よりパートナー企業と共創し、PoC（Proof of Concept）を開始することをお知らせします。 

VC とは、信頼できる第三者機関によって正当性が保証されたデジタル証明書です。企業や自治体、学校などの発行

者が、保有する情報を基に個人（所有者）に VC を発行します。所有者はデジタル ID ウォレットで VC を管理し、サービス

や取引の利用時に、デジタル証明書の提示に用いる VP（Verifiable Presentation）及び VC をサービス事業者（検証者）

に提示します。サービス事業者は、VP や VC のデジタル署名を検証し、証明書の信頼性を確認します。 

当社が提供を予定しているソリューションは、VCの仕組みを構築し、個人やサービス事業者が安心して信頼性の高い

情報のやりとりができる環境を提供します。 

 

 

図：VC 発行と VP/VC 提示の例 

VC 所有者は、VC に含まれる自身の属性情報を選択して、情報を開示できる 

 

■ 背景 

デジタル社会の進展により、情報漏洩やデータ改竄などのリスクが増大する中、サービスを提供する企業にとって、デ

ジタル上での個人情報の保護と信頼性の担保が喫緊の課題となっています。その課題を解決する一つの手段として、デ



2 
 

ータの真正性の検証が可能な VC への期待が高まっています。 

電通総研はこれまで、デジタル庁の「令和４年度補正 Trusted Web の実現に向けたユースケース実証事業」で採択さ

れた「KYC/KYB に基づいたトラストのある取引を促進する新しい仕組み」の実証をはじめ、インターネット上で流通する

情報やデータの信頼性を担保する Trusted Web に関する技術研究を進めてきました。今般提供を予定している VC ソリ

ューションはそれらの知見やノウハウをベースに開発を進めているもので、2025 年秋頃の提供を予定しています。 

 

■ 本ソリューションの概要と特長 

本ソリューションは、VC を発行・検証する Web API と、VC を管理する「デジタル ID ウォレット」で構成されます。発行

者は Web API を通じて VC を発行し、所有者は発行された VC を「デジタル ID ウォレット」で安全に管理し、必要に応じ

て提示します。検証者は、Web API を使用して VC を即座に検証できます。 

 

本ソリューションの主な特長は以下のとおりです。 

1． VC の発行には Authlete 3.0※2を採用し、OID4VC（OID4VCI、OID4VP、SIOP v2）に準拠 

・ OAuth 2.0※3や OpenID Connect※4に準拠した認可認証機能を提供 

・ 国際的に標準化された認証・認可プロセスを実現 

 

2． デジタル ID ウォレットは、EU DIW RI(Reference Implementation)をベースとして実装 

・ EU DIW RI は欧州デジタル ID 規則(eIDAS2.0)に沿った参考実装  

・ EU 標準を採用することによる国際的な相互運用性の向上 

 

3． データフォーマットは mdoc/SD-JWT VC を採用 

・ mdoc は ISO/IEC18013-5/23220 に基づく標準化された規格であり、モバイル運転免許証で使用 

・ SD-JWT は OID4VCI において広く採用 

・ データの選択的開示に対応 

 

ソリューションの詳細はこちら 

 

■ 共創型 PoC について 

VC の活用可能性の探索と Trusted Web の実現のために共創してくれるパートナー企業を募集します。 

PoC では実際の業務環境に近い条件でテストを実施、効果的な検証を行います。提供予定の機能やサービスと、応募

の条件は次の通りです。 

 

提供予定機能・サービス ： VC の発行と検証に関するプログラム、環境構築手順書、デジタル ID ウォレットアプリ 

応募期間 ： 2025 年 5 月 31 日まで 

応募方法 ： こちらのフォームよりお申し込みください 

※お申し込み多数の場合は、当社基準によりお断りさせていただくことがございます。あらかじめご了承ください。 

 

株式会社 Authlete 共同創業者兼代表取締役 川崎貴彦氏のコメント 

「電通総研の今回の取り組みは、VC の未来を拓く上で非常に重要な一歩となるでしょう。Authlete 3.0 が、安全で相互運

用可能な VC 発行基盤を支えることで、より多くの人々がその恩恵を享受できると確信しています。」 

 

https://itsol.dentsusoken.com/vecrea/
https://www.dentsusoken.com/request/cPoC
https://www.dentsusoken.com/request/cPoC
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■ 今後の展開 

電通総研は、今後 VC 発行・管理・検証システムの有効性や課題を検証し、製品提供の開始を目指します。また、VC

の普及を推進し、国内外の企業や自治体、教育機関などとの連携を通じて、VC の利用シーンの拡大を図ってまいりま

す。デジタル社会における信頼性の向上と、より安全な取引環境の構築に寄与します。 

 

※1 OID4VCI、OID4VP、SIOP v2 の総称 

OID4VCI： https://openid.github.io/OpenID4VCI/openid-4-verifiable-credential-issuance-wg-draft.html 

OID4VP： https://openid.net/specs/openid-4-verifiable-presentations-1_0.html 

SIOP v2： https://openid.net/specs/openid-connect-self-issued-v2-1_0.html 

※2 https://www.authlete.com/ja/developers/overview/ 

※3 https://openid-foundation-japan.github.io/rfc6749.ja.html 

※4 https://openid-foundation-japan.github.io/openid-connect-core-1_0.ja.html 

 

 

＜ご参考資料＞ 

2023 年 6 月 27 日 

ISID、デジタル庁「Trusted Web の実現に向けたユースケース実証事業」に採択 
 

■電通総研について https://www.dentsusoken.com  

電通総研は、「HUMANOLOGY for the future～人とテクノロジーで、その先をつくる。～」という企業ビジョンの下、「シ

ステムインテグレーション」「コンサルティング」「シンクタンク」という 3 つの機能の連携により、企業・官庁・自治体や生活

者を含めた「社会」全体と真摯に向き合い、課題の提言からテクノロジーによる解決までの循環を生み出し、より良い社

会への進化を支援・実装することを目指しています。 

テクノロジーや業界、企業、地域の枠を超えた「X Innovation(クロスイノベーション)」を推進し、これからも人とテクノロ

ジーの力で未来を切り拓き、新しい価値を創出し続けます。 

 

＊ 電通国際情報サービス（ISID）は、電通総研へ社名を変更しました。 

＊ 本リリースに記載された会社名・商品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。 

  

【製品・サービスに関するお問い合わせ先】 
株式会社電通総研  
営業第二本部 マーケティングユニット 福嶋 、ヒューマﾉロジー創発本部 Open Innovation ラボ 戸田 

E-Mail：g-trustedweb@group.dentsusoken.com 
 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

株式会社電通総研  コーポレートコミュニケーション部 野瀬 

TEL：03-6713-6100   E-Mail：g-pr@group.dentsusoken.com 
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